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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期中間期 27,281 △9.9 4,066 － 4,179 － 3,395 －

2025年３月期中間期 30,281 20.3 27 － △321 － △1,068 －

（注）包括利益 2026年３月期中間期 3,063百万円（－％） 2025年３月期中間期 △2,328百万円（△289.1％）

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期中間期 112.12 －

2025年３月期中間期 △35.47 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期中間期 53,786 29,708 55.2

2025年３月期 60,175 26,592 44.2

（参考）自己資本 2026年３月期中間期 29,708百万円 2025年３月期 26,592百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2026年３月期 － 5.00

2026年３月期（予想） － 10.00 15.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 50,500 △21.0 5,800 68.5 5,900 86.9 4,500 － 148.58

１．2026年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2025年４月１日～2025年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：有

配当予想の修正につきましては、本日（2025年11月14日）公表いたしました「2026年３月期配当予想の修正に関するお知

らせ」をご参照ください。

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年３月期中間期 34,057,923株 2025年３月期 34,057,923株

②  期末自己株式数 2026年３月期中間期 3,766,442株 2025年３月期 3,860,518株

③  期中平均株式数（中間期） 2026年３月期中間期 30,281,257株 2025年３月期中間期 30,137,847株

※  注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更：無

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更      ：無

②  ①以外の会計方針の変更                    ：無

③  会計上の見積りの変更                      ：無

④  修正再表示                                ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

(注)自己株式数には業績連動型株式報酬制度に係る信託口に残存する当社株式が含まれております。

　　(自己株式数　　2026年3月期中間期　145,800株　2025年3月期　239,500株)

※  第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての

注意事項等については、添付資料Ｐ．４「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説

明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

　当中間連結会計期間における世界経済は、地政学的な緊張の長期化に加え、金融政策の動向や為替の変動、さら

には米国の関税措置の影響などが重なり、先行きの不確実性は依然継続した状況となっております。

　また、わが国経済においては、賃上げや個人消費の持ち直しが景気の下支え材料となる一方、不安定な為替相場

や継続する物価高によるコスト負担が依然重荷となり、全体として力強さを欠いた状況となっております。

　当社グループの事業領域である電子情報通信分野では、生成ＡＩの普及やクラウドサービスの拡大を背景に、デ

ータセンター向け需要が引き続き堅調に推移しております。

　当社グループの業績はこのような外部環境のもとで、ＨＤＤ用サスペンション事業からの事業撤退に伴う売上減

少の影響が大きく、売上高は272億81百万円（前年同期比9.9％減）となりました。

　利益面では、データセンター向け需要が好調であり、通信関連の売上増加に伴い利益が増加し、営業利益は40億

66百万円（前年同期は27百万円の営業利益）、作業屑売却益などの発生により経常利益は41億79百万円（前年同期

は３億21百万円の経常損失）となりました。また、親会社株主に帰属する中間純利益は33億95百万円（前年同期は

10億68百万円の親会社株主に帰属する中間純損失）となりました。

《セグメントの業績》

[日本]

　ＨＤＤ用サスペンション事業からの事業撤退に伴う売上減少の影響により、セグメント売上高は158億94百万円

（前年同期比18.6％減）となりました。利益面ではＨＤＤ用サスペンションの過年度における固定資産減損計上に

よる減価償却費負担軽減および訴訟案件和解による弁護士費用の減少などにより、セグメント利益は17億12百万円

（前年同期は５億４百万円のセグメント損失）となりました。

[北米]

　アメリカ子会社において通信関連の販売が増加する一方で、メキシコ子会社における材料関連製品の販売減少が

あり、セグメント売上高は44億26百万円（前年同期比14.4％減）となりました。セグメント利益は各子会社におけ

る収益性の改善により３億89百万円（前年同期は３億33百万円のセグメント損失）となりました。

[アジア]

　通信関連での販売増加により、セグメント売上高は83億90百万円（前年同期比22.2％増）、セグメント利益は23

億35百万円（同85.8％増）となりました。

[欧州]

　通信関連の販売増加により、セグメント売上高は38百万円（前年同期比75.7％増）、セグメント損失は16百万円

（前年同期は11百万円のセグメント損失）となりました。
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製品区分の名称

前中間連結会計期間 当中間連結会計期間

自 2024年４月１日 自 2025年４月１日 増　　減

至 2024年９月30日 至 2025年９月30日

金　　額 構成比 金　　額 構成比 金　　額 前期比

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

材料関連製品 4,657 15.4 3,750 13.7 △906 △19.5

自動車関連製品 13,998 46.2 13,971 51.2 △26 △0.2

自動車分野 18,655 61.6 17,722 64.9 △932 △5.0

ＨＤＤ用サスペンション 7,599 25.1 3,865 14.2 △3,733 △49.1

プリンター関連 2,065 6.8 1,831 6.7 △234 △11.3

通信関連 1,706 5.7 3,601 13.2 1,895 111.1

電子情報通信分野 11,370 37.6 9,298 34.1 △2,072 △18.2

その他製品 254 0.8 260 1.0 6 2.4

　合　計 30,281 100.0 27,281 100.0 △2,999 △9.9

《製品区分別の売上業績》

（自動車分野）

［材料関連製品］

　材料関連製品は、主要顧客の受注減少により、前年同期から減少しました。その結果、売上高は37億50百万円

（前年同期比19.5％減）となりました。

［自動車関連製品］

　自動車関連製品は、前年同期に販売停滞影響のあった日本セグメントにおいて増加となる一方、北米での売上が

減少し、売上高は139億71百万円（前年同期比0.2％減）となりました。

（電子情報通信分野）

［ＨＤＤ用サスペンション］

　ＨＤＤ用サスペンションは、前連結会計年度よりデータセンター向け需要が回復基調となっておりますが、事業

撤退を決定している当社においては、生産委託先での生産を本年６月、顧客への出荷を同７月で終了いたしまし

た。結果、売上高は38億65百万円（前年同期比49.1％減）となりました。

［プリンター関連］

　プリンター関連は、顧客からの受注が減少しており、売上高は18億31百万円（前年同期比11.3％減）となりまし

た。

［通信関連］

　通信関連は、光通信用コネクタ・アダプタのデータセンター向け需要が好調であり、北米及びアジアでの売上が

増加し、売上高は36億１百万円（前年同期比111.1％増）となりました。

（その他製品）

　その他製品は、売上高は２億60百万円（前年同期比2.4％増）となりました。
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（２）当中間期の財政状態の概況

①資産・負債・純資産の状況

［資産］

　総資産は537億86百万円（前連結会計年度末比63億88百万円減）となりました。これは主に現金及び預金が６億

94百万円増加した一方、売掛金等の売上債権が48億18百万円、棚卸資産が16億94百万円、流動資産のその他に含ま

れる未収入金が９億９百万円減少したことによります。

［負債］

　負債は240億78百万円（前連結会計年度末比95億４百万円減）となりました。これは主に、買掛金等の仕入債務

が34億３百万円、借入金が36億10百万円、流動負債のその他に含まれる未払金が15億41百万円減少したことにより

ます。

［純資産］

　純資産は297億８百万円（前連結会計年度末比31億15百万円増）となりました。これは主に、為替変動等により

為替換算調整勘定が７億32百万円減少したものの、親会社株主に帰属する中間純利益により利益剰余金が33億95百

万円増加したことによります。

②当期キャッシュ・フローの状況

　現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ６億58百万円増加し、当中間連結会計期間末には98億53百万円

となりました。

　当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次の通りであります。

［営業活動によるキャッシュ・フロー］

　営業活動によるキャッシュ・フローは、57億98百万円の収入（前年同期は13億97百万円の支出）となりました。

増加要因としては、主に税金等調整前中間純利益（41億７百万円）、減価償却費（11億43百万円）、売上債権の減

少額（45億20百万円）、棚卸資産の減少額（14億85百万円）などがあり、減少要因としては、引当金の減少額（７

億26百万円）、仕入債務の減少額（31億93百万円）、法人税等の支払額（５億40百万円）などがあったことにより

ます。

［投資活動によるキャッシュ・フロー］

　投資活動によるキャッシュ・フローは、13億60百万円の支出（前年同期は22億72百万円の収入）となりました。

これは主に固定資産の取得による支出（13億32百万円）があったことによります。

［財務活動によるキャッシュ・フロー］

　財務活動によるキャッシュ・フローは、34億25百万円の支出（前年同中間期比33億22百万円の支出増）となりま

した。これは主に長期借入れによる収入（７億60百万円）があった一方、短期借入金の純減額（35億78百万円）、

リース債務の返済による支出（１億14百万円）、長期借入金の返済による支出（５億４百万円）などがあったこと

によります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2026年３月期の連結業績予想につきましては、通期で売上高505億円（前連結会計年度比21.0％減）、営業利益

58億円（同68.5％増）、経常利益59億円（同86.9％増）、親会社株主に帰属する当期純利益は45億円（前連結会計

年度は７億69百万円の親会社株主に帰属する当期純損失）を見込んでおります。

（注）上記に記載した予想数値は、本資料の公表日現在において入手可能な情報に基づき算定しており、

　　　実際の業績は、今後の様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,195 9,890

受取手形、売掛金及び契約資産 13,298 8,724

電子記録債権 1,630 1,386

商品及び製品 2,710 2,438

仕掛品 3,186 2,709

原材料及び貯蔵品 3,366 2,420

その他 1,609 631

貸倒引当金 △1 △1

流動資産合計 34,996 28,200

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,763 5,472

機械装置及び運搬具（純額） 5,075 4,609

その他（純額） 4,169 4,763

有形固定資産合計 15,008 14,845

無形固定資産 278 212

投資その他の資産

投資有価証券 5,898 6,529

その他 3,993 3,998

投資その他の資産合計 9,892 10,528

固定資産合計 25,179 25,586

資産合計 60,175 53,786

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,310 3,924

電子記録債務 334 317

短期借入金 10,373 6,555

１年内返済予定の長期借入金 981 654

未払法人税等 1,071 1,145

役員賞与引当金 － 14

賞与引当金 371 528

事業撤退損失引当金 845 －

その他 5,079 3,155

流動負債合計 26,368 16,296

固定負債

長期借入金 3,754 4,288

退職給付に係る負債 918 912

株式給付引当金 37 60

その他 2,503 2,520

固定負債合計 7,214 7,781

負債合計 33,582 24,078

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 4,808 4,808

資本剰余金 2,838 2,838

利益剰余金 13,701 17,096

自己株式 △1,614 △1,562

株主資本合計 19,733 23,180

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,782 2,264

繰延ヘッジ損益 73 73

為替換算調整勘定 3,297 2,564

退職給付に係る調整累計額 1,706 1,625

その他の包括利益累計額合計 6,859 6,527

純資産合計 26,592 29,708

負債純資産合計 60,175 53,786
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年９月30日)

売上高 30,281 27,281

売上原価 27,411 20,514

売上総利益 2,869 6,767

販売費及び一般管理費

運送費及び保管費 332 299

報酬及び給料手当 766 733

役員賞与引当金繰入額 22 14

賞与引当金繰入額 86 140

退職給付費用 17 19

その他 1,616 1,492

販売費及び一般管理費合計 2,842 2,700

営業利益 27 4,066

営業外収益

受取配当金 81 45

物品売却益 102 61

持分法による投資利益 － 47

為替差益 － 59

その他 88 85

営業外収益合計 272 298

営業外費用

支払利息 157 180

持分法による投資損失 44 －

為替差損 410 －

その他 7 5

営業外費用合計 620 186

経常利益又は経常損失（△） △321 4,179

特別利益

投資有価証券売却益 4,006 －

固定資産売却益 0 6

その他 － 0

特別利益合計 4,007 6

特別損失

固定資産売却損 0 0

固定資産廃棄損 5 5

減損損失 465 －

和解金 3,955 －

子会社整理損 － 71

特別損失合計 4,425 77

税金等調整前中間純利益又は税金等調整前中間純損

失（△）
△739 4,107

法人税、住民税及び事業税 271 672

法人税等調整額 57 40

法人税等合計 329 712

中間純利益又は中間純損失（△） △1,068 3,395

親会社株主に帰属する中間純利益又は親会社株主に

帰属する中間純損失（△）
△1,068 3,395

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年９月30日)

中間純利益又は中間純損失（△） △1,068 3,395

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △2,253 470

繰延ヘッジ損益 － 0

為替換算調整勘定 992 △649

退職給付に係る調整額 △74 △70

持分法適用会社に対する持分相当額 76 △83

その他の包括利益合計 △1,259 △331

中間包括利益 △2,328 3,063

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 △2,328 3,063

非支配株主に係る中間包括利益 － －

（中間連結包括利益計算書）
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益又は税金等調整前中間純

損失（△）
△739 4,107

減価償却費 1,258 1,143

減損損失 465 －

引当金の増減額（△は減少） 35 △726

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 4 △88

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △140 △111

受取利息及び受取配当金 △109 △83

支払利息 157 180

持分法による投資損益（△は益） 44 △47

固定資産廃棄損 5 6

投資有価証券売却損益（△は益） △4,006 －

和解金 3,955 －

売上債権の増減額（△は増加） △2,519 4,520

棚卸資産の増減額（△は増加） 893 1,485

仕入債務の増減額（△は減少） 1,324 △3,193

その他 331 △266

小計 960 6,928

利息及び配当金の受取額 109 83

利息の支払額 △211 △249

和解金の支払額 △2,000 －

事業撤退に係る支払額 － △455

法人税等の支払額 △327 △540

法人税等の還付額 71 32

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,397 5,798

投資活動によるキャッシュ・フロー

固定資産の取得による支出 △1,779 △1,332

固定資産の売却による収入 1 7

投資有価証券の売却による収入 4,050 －

貸付けによる支出 △0 －

定期預金の純増減額（△は増加） － △37

その他 0 1

投資活動によるキャッシュ・フロー 2,272 △1,360

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 352 △3,578

リース債務の返済による支出 △98 △114

長期借入れによる収入 － 760

長期借入金の返済による支出 △58 △504

配当金の支払額 △303 △1

自己株式の処分による収入 3 13

自己株式の取得による支出 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △103 △3,425

現金及び現金同等物に係る換算差額 482 △355

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,254 658

現金及び現金同等物の期首残高 7,387 9,195

現金及び現金同等物の中間期末残高 8,641 9,853

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（単位：百万円）

日本 北米 アジア 欧州 合計
調整額
（注）１

中間連結
損益計算書

計上額
（注）２

売上高

顧客との契約から生じる収益 18,715 5,170 6,373 21 30,281 － 30,281

その他の収益 － － － － － － －

外部顧客への売上高 18,715 5,170 6,373 21 30,281 － 30,281

セグメント間の内部売上高
又は振替高

810 0 490 － 1,301 △1,301 －

計 19,525 5,170 6,864 21 31,582 △1,301 30,281

セグメント利益又は損失（△） △504 △333 1,257 △11 407 △380 27

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2024年４月１日　至　2024年９月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

    (注)１　セグメント利益又は損失の調整額△380百万円には、セグメント間取引消去△15百万円、各報告セグメン

トに配分していない全社費用△364百万円が含まれております。全社費用の主なものは、当社の企画・管

理部門等にかかる費用であります。

　　　  ２　セグメント利益又は損失は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　「日本」セグメントにおいて、収益性が低下し投資額の回収が見込めなくなった事業における固定資産の

帳簿価額を、回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として計上しています。なお、当該減損損失

の計上額は、当中間連結会計期間において465百万円であります。
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（単位：百万円）

日本 北米 アジア 欧州 合計
調整額
（注）１

中間連結
損益計算書

計上額
（注）２

売上高

顧客との契約から生じる収益 15,083 4,424 7,734 38 27,281 － 27,281

その他の収益 － － － － － － －

外部顧客への売上高 15,083 4,424 7,734 38 27,281 － 27,281

セグメント間の内部売上高
又は振替高

810 1 656 － 1,468 △1,468 －

計 15,894 4,426 8,390 38 28,750 △1,468 27,281

セグメント利益又は損失（△） 1,712 389 2,335 △16 4,421 △354 4,066

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2025年４月１日　至　2025年９月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

    (注)１　セグメント利益又は損失の調整額△354百万円には、セグメント間取引消去△0百万円、各報告セグメント

に配分していない全社費用△354百万円が含まれております。全社費用の主なものは、当社の企画・管理

部門等にかかる費用であります。

　　　  ２　セグメント利益又は損失は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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タイ 中国 フィリピン その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（百万円） 3,855 3,242 5,792 7,475 20,365

Ⅱ　連結売上高（百万円） 30,281

Ⅲ　連結売上高に占める

海外売上高の割合（％）
12.8 10.7 19.1 24.7 67.3

タイ 中国 フィリピン その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（百万円） 3,100 4,318 2,725 7,054 17,197

Ⅱ　連結売上高（百万円） 27,281

Ⅲ　連結売上高に占める

海外売上高の割合（％）
11.4 15.8 10.0 25.8 63.0

３．海外売上高

前中間連結会計期間（自　2024年４月１日　至　2024年９月30日）

当中間連結会計期間（自　2025年４月１日　至　2025年９月30日）

（注）１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域

（1）タイ………………タイ

（2）中国………………中国

（3）フィリピン………フィリピン

（4）その他の地域……韓国、米国、ベトナム、インドネシア、マレーシア、インド、ブラジル、

メキシコ、スイス、ポーランド、ドイツ

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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